
女満別，石垣島及び根室に於ける地電流観測について

桜 内 幸 雄

I.緒 官

昭和比年 6月四日，昭和 16年 9月 21日及び昭和 18年 2月 5自に最近3同の皆既百

食が日本内地に起れ英機合に日食に依る地電擁壁佑を検するためp 官柿岡地磁無観測院が，北海

道女満別，沖縄癖J百垣品八重山及び北海道根室に於て地電流の硯測を行った．

元府也電流の塑佑は局地的特性が卓越して居・り，地電流調査上，服部il材料の僅少を感ずるとと多

〈観測結果の詳細を取組め置くととは利便多きものと考へられ，と n亡上配三｛問所の結果の平均蹴

態を報告する．服部Iは短期間であるから，とれを以て其地の毘の平均欣態と決めるととは出来難い・

が平均紙態の趨勢は窺知し得ると思ふ．

女満別の硯測に針しては一部日食概報ぐ昭和 11年目食硯部！慨報，中央集象薮Jに依り報告され

て居り， 石垣島及び根室に於ける日食叡測報告は後日報告される容にたって居る．

因みに昭和 18.1f: 2月 5日の皆低日食に際しては型原地雄策観測所と共同にて北海道根室及び：

帯贋にて地電流の観測を行ったものであるが，と Lでは根室の介についてのみ報告する．
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n.硯 ;lt)

担卸防法は石垣島及び根室共女満別の方法〈前記概報〉と殆E問機である・電極としては鍋管

（筏 9糎長さ 1米〉を使用し其周囲に樫衰の細末を充填した．道線距離，電極の蹴抵同路の挿

入抵抗．寸法値及び其他を，柿岡及び堕原のものと一緒に第 1表tヒ示す．

検流計は各観測貼共横何製 Da型 D級 f感度4x10-1v，週期 5秒，線輪抵抗 90，臨界制動抵

抗 170）或は Ds型 E級（感度 7.5x10-1v，遡期 3私級輸抵抗 40臨界制動抵抗130）を使

用した．

石垣島の観測貼は石垣島八重山町の東南方か君主り贋い範囲平坦充足土地Kして石垣島測候所より約

500 米離れた地貼で~ ~ 1 か1t.P海岸線に近接Lて居P，霞極の中元も海岸に近きものは其距離約

200米程度であった．此地方は潮糊礁が隆起して居P，電極埋設踏では約 70掘にして基盤に遣し

たので土盛して電極の深さを約1米とたらしめた．地電流の観測としては飴り良い欺態ではたい．

根室の観測髄は電極の位置を根室町内に求めたが，附近は谷ぁp，傾斜ありで，電極の海岸への

最近距離は 300米程度であった，土質は赤土にして，

深さ約 1.5米謹より小岩混入或は深さ約 2米近くより

水少孟浸出の電極地鈷もあった．

女満別に垂まするものは前自由民報に詳述してあるから省

略する．

接地抵抗は柿岡及び女締別では略 300オ戸ム見宮ぐ前

日目続報，石垣島では（10～60;t"ーム見嘗で，石垣島での

時kの観測にては飴り費佑はたかった．術柿岡にて錦管

〈経 5組長さ 1米〉の霞極を極毎に 1本宛のもので測 S
定せる結果は撒＋オーム見営で1>！＞， 長期の鑓佑も 10

オーム程度であった．同路の挿入抵抗（オーム〉は常か

ら激高以上であるから此艶佑は問題でない．向高ーを慮

り，石垣島及び根室にては第 1囲の如くして電垣間路

を挿入せる獄態と，除外せる般態とで感度を測定して接

地抵抗の費抱を検した．

石垣島及び根室では地電施盤佑の早廻し記録（高感度

として〉をと行ったのでー艶の電極から二個の検施計に接

続してある．
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In観測結果

女満別，石垣島及び根室に於ける地電流硯測線果の中，東西及び南北共に依測たき日を・選民向

接見白及び降雨に依って異斌袈他せる日等を除き蔑Pの全部につい官の白艶佑の平均値を第2表に

示す．第 2表には更に統計日撒及び其期間，平均日費佑の最大最小の較差（時刻毎の値につき〉の

宮容 2 表
－ー

VI. 25開 E玄－X,2601 I-II, 26-03 

女滞 ≫a 柿 同 石箆』為 締 同 根 塗 稀 開

東西 南北 東固 南北｜双厨｜樹北 Ji[ 随 南 北 東西 爾北 東西｜嗣b

1 +O.l +0.7 - 1.6 -OA -o.4 -8.S -s.2 + 0.1 -4.S -4.8 - 5.7 + I.S 

2 +I.7 -o.s - Q.9 -0,7 o.o -S.l -4.9 一o.s -8,8 -4,7 -6.I + 1.4 

s +1.1 -0.1 + 0.4 -0.6 -0.4 -s.o -4.8 - 0.1 -10.2 -18.0 - 6.2 + 1.0 

生 +0.5 +1.1 -4.S +0.3 -0.9 -2.S -2.0 + 0.8 - 7.4 -8.6 - 3.5 + 0.9 

5 +2.4 -0.7 -6.8 -0.2 -1.6 -1.0 -3.2 + 0.8 + 0.5 + 1.7 - 3.4 + 1.4 

6 +4.8 -3.1 -4.8 -1.7 一1.8 -1.6 - 1.2 + 0.7 -1.1 - 2.4 - 6.S + 1.6 

7 +7.1 -6.4 + 6.S -8.0 -8.6 -8.1 + 6.0 - 1.0 -6.S -9.7 - 6.1 + 1.0 

8 +9.8 -8.4 +1L4 -8.7 -4.9 -5.6 + 8.6 -S.9 -12.7 -19.7 - 4.6 - 1.9 

9 +4.0 -4.4 +12.1 -2.6 -5.1 -1.8 + 9.9 - 2.2 -J.8 -5.7 + 2.S -S.1 

10 +o.e +0.2 +n.o +1.7 -8.6 -0.6 +10.2 + 0.1 +12.4 +16.4 +10.0 - 2.7 

11 一8.6 +s.o +10.9 +1.8 -2.2 +I.4 + S.8 + 2.8 +20.8 +26.8 + 9.8 - 1.0 

12 -8.4 +S.9 -0.2 +u  -0.S +s.1 -1.1 + 8.0 +27.8 +85.7 + 7.f + 0.9 

18 -S.6 +5.0 - 0.6 +3.4 +s.1 +5.6 -4.7 + 3.6 +22.4 +29.2 + l.'i + o.s 

14 」 4.5 +4.~ + 0.8 +2.6 +1.8 +4.8 -18.0 + 1.2 +lD.4 +12.6 + 3.6 +M  

15 -s.s +2.S -9.1 +1.8 +I.6 +2.4 -4.0 - 1.5 -0.9 + o.s + l.O -o.s 

16 -0.4 -0.8 - 1.8 -0.7 +l.9 +l.S + 4.9 - 2.4 -8.8 -8.6 - 0.6 -0.7 

17 -0.2 -1.2 -5.8 -LO +2.1 +o.6 + 0.1 -1.7 - 1.7 - 2.5 + 2.7 - 1.0 

18. -1.2 -0.8 - 2.8 -l.7 +s.s +2.6 + 5.6 -D.7 -1.5 +10.7 + 5.6 - 1.1 

19 -2.l +o.s - 2.8 +0.2 +4.2 +4.4 + 6.1 + o.s + 1.5 + 8.7 + 3.8 -o.s 

20 -3.3 +I.8 -8;8 +o.e +'2.9 +2.7 + 8.1 -0.1 ... 5.5 - 7.1 + 0.7 o.o 

21 -2.5 +1.8 -S.8 +0.6 +1.6 +0.9 + 8.2 -o.t -8.9 - 4.4 - 1.8 + 0.4 

22 -1.4 +1.0 -B.6 +0.8 +1.0 -o.s -S.2 + 0.5 -9.0 -U.7 - 1.0 o.o 

28 -0.0 +0.6 + 0.7 +0.2 +0.2 -1.8 -!J.7 + 0.2 -6.6 -10.3 -4.0 + 0,8 

槌 -0.7 +1.2 -0.7 -0.4 +o.6 -1,6 - GA: + 0.5 -10.8 -14.3 -6.4 + 0.6 

最線敏日大舞混噛盤b量J豊r,I 
14.S 13.4 21.2 7.1 9.S 11.2 23.2 7.4 40.6 65.4 16.3 4.6 

19.8 22.宮 50.0 14:.7 18.6 ー 78.8 16.6 102.6 180‘9 59.9 12.0 

就針日書目 9 9 8 8 26 25 25 25 27 27 26 25 

〈中失保有l!IB寺， mV/km)
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較差及び日毎の最大，最1J、の較差の平均等を示した．向比肢のため各同期聞に於ける柿聞の値を併

記した．

而して季節費佑或は年書量化等の目安とたるため昭和 9年～17年に於ける柿岡の平均日費佑を，

g原の昭和 9&f.の他と共に第 S表に示した．以上の健は mV{kmで示され，東西では酉極高官2

位，南北では北極高電位を正に取ってある．

量存 s 五俊

締 間 罰鈍 ～2602 笠 原 26~鈍

VI E玄ー玄 I-II ト.XII I-XII 

策関 F町北 東西 ｜碕北 3反腐 府北 旋回 華街北

1 - 2.4 - 0.2 - 5.8 - 0.1 - 5.0 + o.s - 4.6 0.0 -o.4 - 0.4 

宮 - 2.7 - o.s - 6.0 + 0.2 - 5.1 + 0.4 - 4.S + 0.1 - o.s o.o 

8 - 8.9 + 0.1 - 5.9 + 0.4 - 5.4 + 0,8 - 4.9 + 0.4 - 0.6 + 0.2 

4 - 8.7 o.o - 4.2 + 0.5 - 8.6 + 0.8 - S.8 + o.s - 0.9 + o.s 

5 - 6.0 - 0.6 - 3.5 + 0.4 一弘2 + 0.7 - 4.0 + 0.4 - o.6 + 0.2 。 - 0.7 - 2.2 - 1.8 + 0:1 - 1.S + 1.1 - J.4 - OJI + 0.1 0.0 

7 + 1.9 - S.8 ＋企7 - 2.0 - 1.8 + 0.7 + s.2 - 1.5 + 2.1 -o.4 

8 +lS.7 ー8.5 +ll.6 - S.2 + 0.5 - 1.6 + 8.5 - 2.8 + 4.4 - 0.4 

9 +14.9 - 2.0 +18.8 - 2.1 + 6.9 - 2-6 +12.2 - 2.4 + 5.1 + 0.1 

10 +18.0 + 1.2 +12.9 + 0.1 +12.1 - 1.5 +18.4 - 0.1 + s.s + 0.8 

11 + 7.1 + S.1 + 7.0 + 2.5 +10.9 + 0.5 + 8.9 + 1.8 o.o + 1.8 

12 + 1:1 + 8.8 - 2.li + S.1 + 4..9 + 1.9 + 1.4 + s.o - 2.5 + L9 

1'8 - 2.1 + S.5 -7.1 + s.o + 1.0 + 1.7 - 2.9 ＋乱8 - S.5 + 1.2 

14 -4.5 + 2.S - 8,4 + J.O - 1.8 + 0.5 - 5.5 + 1.4 - 2.8 + 0.2 

15 - 7.1 + 1.1 - 5.4 - 0.7 - 2.0 - o.s - 5.S + 0.2 - 1.5 一 0.7

16 - 5.2 -0.4 + 1.1 - l.8 -0.1 - 1.1 - 2.1 - 1.1 -M  - 1.1 

17 - 4.S - l.S ＋忽S - L2 + 1.5 - 0,9 - 0.2 - 1.2 + 0.8 - 1.1 

18 - 1.9 - 1.5 + 4.4 - 0.7 + 2.9 - 0.8 + 2.6 - 1.2 + 0.6 - 0.6 

19 一 0.9 - o.s + 4.1 - o.s + 2.5 - 0.4 + 2.0 - 0.4 - O.l - 0.2 

20 - 4.4 + 0.6 + 1.1 + 0.1 - 1.0 - 0.2 - o.7 + 0.8 - 0.6 一 0.1

21 - 2.6 + 0.6 - 0.4 0.0 - 1.0 1).0 - LS + 0.1 - 0.7 - 0.1 

22 -4.0 + o.s - 3.S -0.1 - S.6 o.o - s.o o.o - 0.6 -o.4 

2S + G.7 - 0.2 -8.5 - o.s - S.7 - 0.1 - 2.8 - 0.2 - 0.7 - o.s 
M -2・2 - 0.2 - 5.7 - 0.2 - 5.1 - 0.1 - 4.7 - 0.1 - 0.4 - o.5 

’白E書＇： 盟.o 7.6 22.2 6.9 17.6 4.5 lSJI 5.8 8.6 s.o 

最使大最小盤 77.2 16.9 80.9 17.8 71.1 14.S 71.l 16.2 28.S 12.0 

C中失額皐時， mV{km)
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柿岡に於けるf査は第2表のもDと第

3表のものとは大差1l:＜，其相遣は第

2表のものが第3衰のものに比し，幾

分間凸があり叉較撃が幾分異たるとと

等であるが，根室の視測期聞に担嘗す

るものの中，東西成分は幾分異った艶

4むを示して居る．
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白書き4むの様相を判然さするため，女

満別石垣島及び根室の値，更に柿聞の

昭和9年～ 17年の平均の値及び盟原

の昭和 9 年の値等を東西成分及~甫

北成分に分けて第2圃 A.B.に示す．

向之等の値に依るグa クトJレ闘を第 3

固に示す．

昌也
之3‘

元来地電流の艶4包は一方向に制限さ

れる傾向が著しい様であるが，女満別

？と根室にては此の傾向特に著しく，且

根室（IiiZ603J 

20.f& .. 
UE・x.z鍋J)

＊・渇事J
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附者の捷4むの方向が 90。近〈も遣って居るととは著しき相違である．

VI. 各観測結果の比較

柿岡（第 2表の値〉を標準として各観部l踏の費仰を土t鍍して見る．柿岡と女浦別とでは．東西にて

は柿岡の闘を約 1時間前方にずらす（柿岡の 1時を女満別の O時に重ねる〉と良〈似て来る．南

北では共催で犬倍似た曲線とたる．柿岡と石垣島とでは来西にては全然異った饗佑をたして居り，

南北にては費化の形肢異って居るも強いて合せれば似て居る酷も見出さ・れる．柿岡と根室では東西

にては柿岡の囲を約 1時間後方にずらす〈柿岡の O時を根室の 1時に重ねる）と大鰻似て来る．

南北にては柿岡の囲を約 1時間前方にずらす（姉聞の 1時を根室の0と軍・ねる3と似て来る傾向

があるが怪しい節．も疹る．柿岡と盟原では東西南北共に柿岡の闘を前方に約 1時間ずらす（柿聞

の 1時を盟原の O時に重ねる〉 東西では非常に良く一致し，南北には少しく傾きが異れるも矢

張非常に良く一致する．

次に念援化時に於て東西と南北の饗化の比を取り，第4表に示す．此の比より饗佑の方向を求め

たが，日礎化ヴ s クトルの方向と大髄一致した方向を示して居る．参考のため日饗化較差及び最大

最小の較差についての比を同表に示したがとれは前記のものと幾分異った値垂示して居る．

官事 4 着便

｜女満別い？？］犠 務室 笠岡 原

． 

念後化時 f東南北西 0.94 1.5 0.78 B.S 1.7 
く0・87～0.99) (0.回～1.8) くo.似｝～0.95) (4.7-16.0) (l.S～2.4) 

事老化の方向 s 48°耳V 856。B S舗PE SSS°W S60°W 

統計期間及峨｛ 可'I,2596 ]I, 260] I-Il, 2603 I-Il, 2608 ]I, 2601 
5意宇部悶 10若手 84問 11若手 69岡 8華字 26悶 11同

略化較差育東1簡~ 1.1 0.8 0.7 8.2 2.9 

絞最大最鍾小豆南北旦 0.9 一 o.s 4.8 1.9 

統計 期 間 可I,2596 1I-X, 2601 1-Il, 2603 I-llI 2694～・.2602 1-l!I, 2594 

苦たに各地む鑓佑の大きさを比較するため念饗佑時鍵化及ひ被差につき，東西及び南北更に合成分

に針・して柿岡の各々 に豊まする比を求めた． とれを第 5表に示す.@pち第 5表にては柿岡の値は 1

である．とれに依り襲佑大たる踊から上げると担室，柿岡，女満別及び盟原或は石’垣島の願にたっ

て居るが，とれは地電位差の値についてであって，地電流の大きは土地の比抵抗を考慮に入れねばた

らたい．各地の土地の比抵抗の測定がたいので地電流密度については不明である．第4表ぐ東西と

甫北）及び第 5表〈柿聞と女滞別，右垣島及び根室〉共各比較封照に望まして念費時にて除同時WJ
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のもの，駿差については同期間のものに依って居る．然し第5衰の盟原の較差についてのものは

柿聞の昭和 9年～・17年聞の平均と豊原の昭和 9年の平均につIいてのものでらある．

第 4衰及び第 5表に於て肢差についてのもの及び合成分についてのものは共起時が一致して居

らぬとと，叉第 5表にては念費化時東西は四個所宍柿岡と同方向に鍵化するが，甫北は女満別及

び盟原は柿岡.！同方向，石垣島及び根室は反割方向に艶佑する傾向があるととは注意を要ずる．

第 2表及び第8衰の値を鯛手跡折せる結果を第 8妻及び第 7表に示す．一日週期の大きさと

今日遡期の大きさとの比が 1より大1.1:るは即ち一日週期の方が卓越して居るものは女満別の東西，

#S IS 署長

｜女滋~ l石緩ぬ｜犠 室 笠 原

1.8 6.5 0.80 4.5 
(];8'ー2.の (5.1～8.4) くo.40-ー1.2生J く2.9-6.5)

統計期間及峨（
可E，忽部
6悶

1I2326隠01 1!28 26岡OS lI. 2601 
18悶

絞日艶量化豊tル東爾包北西写百E
1.5 2.5 o.40 2.1 
0.53 0.66 o.回 1.9 
I.I 1.7 0.26 2.1 

献小紋利港＇1害／El里干子
2.5 4.0 0必8 s.s 
0.66 一 。；09 1.4 
1.8 一 Q37 s.o 

官事 6 表

女 昔話 ~ 石 鍾 a量 視員 室

Ji!: ~~ 3従 図 調旨 ~~ 双 ヰb

τnマ/km mV/km mV/km mVfkm mV{km mV/bn 

C1 2.4 1$ s.1 8.8 10.S 18.l 

Cs 2,3 2.8 LI 。Ji 6.2 7.9 

Ca 2.1 2.4 i.o l.S 1.0 7.8 

a. 0.6 0.6 Q.6 0.7 4.7 6.S 

C& 0.7 0.9 0.1 0.7 1.2 2.0 
c, 

1.0 0;6 2.8 5.5 l.7 1.7 
C2 

’ ” 5時.1 8~1 ii!1 ” 9'1 16.5 7.2 11.S 

9's 19.8 7.2 2.S 5.5 8.9 8.9 

ーJI•
17.7 5.2 4.6 4.8 6.8 6.S 

宅P‘ 20.8 6.9 Q,44 l.~ 2-9 8.1 

9・ 7.9 9.4 15.0 12.0 6.8 6.4 
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官事 7 5長

柿 同 5墨 官E

'VI. 26節 JI-X, 2601 トn.2608 I 1-10，部路湖2 1-:m, 2694 

東 西｜南北｜東西｜甫北｜斑図｜翁北｜東西｜南北京商南北

mV／回ImV／回lmVf回 ImV{km lmv畑 Jmv畑 mV／.叫mVfkmmV畑 lmV／ 凶

c, 5.6 l.l 3.9 0.4 4.8 0.3 4.4 0.4 l.1 0.5 

~ 5.7 1.9 6.0 1.S 3.0 。＇.7 6.2 LS 1.8 o.5 

C3 8.4 1.4 4.2 1.6 2.8 1.0 8.4 l.S 1.8 0.6 

c‘ 0.7 o.s l.S 0.6 5.0 0.6 0.9 0.4 0.6 0.2 

Ca 1.1 o.s 0.8 0.1 0.9 o.s 0.3 0.2 o.s o.o 
c主

1.0 0.6 0.7 o.s 1.6 o.4 0.8 o.s 0.6 1.0 
C:i 

l~S 
., 

IS.封.s ” 
軍量

” lS錨.5 
., 

1:S 14.” s 9>1 9.0 10.8 12.0 21.0 9.9 

9>: 14.5 7.8 16.9 7.8 14.5 6.2 15.5 11.2 17.1 9.7 

9>• 14.7 5.7 13.6 5.7 10.5 S.4 12.7 ll.O 16.2 18.4 

<p.‘ 18.0 9.0 11.8 4.7 7.8 LS 10.4 10.8 IS.8 15.0 

CJ>$ 18.0 9.0 却i 6.0 10.8 1.8 13.8 11.0 19.9 一

石垣島の東西並びに南北及び棋室の東西並びに南北等であって，他は皆半日週期の方が犬である．

向各課嗣波の位相を時刻に依り示した．

v.地磁気の鑓化との比較

地電流饗必と地磁策費佑とを比較するため，記録の毎時値を取り，地磁集では Z 及び Y 成分

（水平分力及び偏角による）に依り，地電流では東西及び甫北成分に依りち.， :Lクトル困を作り第 4

園 A及び Bに示す．

柿岡と石垣島の肥婚についてのものと，柿岡と根室の自首最についてのものとこ組を作った．昭和

16年 9月 27日－28日及び昭和 18~手 2 月 1日～2 日のものは比叡的静標注目の例，昭和四 年

10月 11日～12日，及び昭和 18年 2月 17日～18日のものは援也日の例である．

地磁気では柿岡と石垣島及び柿岡と程室について費必の様相が似て居るが，地電流では大分趣き

を具にして居る．

VI. 石垣島Iζ説ける地電ntf

石垣島にて観測せる地電流について特に他と異たった提佑が認められたととを述べ弘石垣島測

候所に於ける井戸水位の観測と地電施の聾測とを比較しτ見た．井戸水位。硯測は石垣島郡牒所が

担~候所構内にて観測したもので，現測装置は海岸から約aoo米θ地舗にあり，井戸水位は海水の潮

商に依って高低あり，井戸水は幾分盛分を含んで居る．地電涜観測舗は石垣島測候所より約 500米
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であり，しかも電極鈷は海岸への最近接距離約 200米程である．

との井戸水位と地電流とに非常によく一致

した鈷が認められ，其ー教の一例として，地

電流の静穏な日とし℃昭和 16年 9月 26'～
29日聞の平均費佑と周期間の井戸水位の平

均費佑とを第 5闘に示した南者は非常に

良〈艶佑が似て居P，叉日々の地電流費佑の

内，井戸水位と相閥探きものが多々ある，月

の位置に依る統計的比較をも試みたが，積測

日数少たし考察の尉に不備の所ii;!J ＇戎の

機舎に譲るととにするけれども地電涜と井戸

水位との相闘著しき乙とは判然とし℃居る．

古事

。

5 図

.ttl ..塊－~歯切組島J

思~·晶～ 2'1. 260t 

中央稽蝿t~

次に石垣島に於ける地電流麗測に於て，早

廻し配錬にて，高感度にして観測すると記象

'I u 暗 崎 町 ，q ll 2' I ' S 7 'I 

68 

に週期 2～3秒，握幅 0.2・～-0.SmV/km程度の細かい脹動が入って来るととがある．叉石垣島測候

所備付の地震計の水平成分に週期金吋秒，援幅 10-25μ.程度の脹動が観測される．爾者の同時

比較は材料が手許にたいのと，早廻し高感度の地宙流翻測が少たいのとで，群にし得たいが地電施

のとの種の眼動と地震計の眠動とを統計的に比較すると雨者に相関ある傾向が著しい．然し雨者に

相関たきときもあるが．とれは向雛細"It注意が必要である．

vu考事

柿冊の地電施観測結果にて各観測蹴と同期間の統計と昭和 9年～17年聞の統計とを比較じて大

差たき故に，各観測貼の千均自費佑は統計せる各月の平均蹴態と見たして大盤たいとと L考へられ

る．各調測踏の地電施の平均鑓佑と柿聞の地電流の晶子均費4むを比較すると第 2表及び IIIに示せ

る如くで，きまった法則がたい様である．程度は女満別は 9時 28＊，石題島は 8時 17－$ト，根

室は 9時 43＊，柿岡は 9時 21~テ及び盟原は 9 時 31 分であって，各地の地電流が犬無上屠

の電漉環に依るもののみでるれぽ其提抱の栢は程度差だけの相違でjf;って然るべきと考へられる．

もっとも緯度が相官遣って居り，地極集よりの上居犬抵の電務理の中心は 40＇官程度にあり，各観

測酷は此の北或は甫に位するととは考慮に入れ友ければたちたい．

第 3 園のグa クトル園を見ると柿岡及r>豊原o~子は犬笹似た様t:r.形般並びに方向を示して居る

が，他は随分遭った犠相を示して居る．殊に接室主女満別では経緯度の差小t:r.るに其費佑の方向が
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90＂近〈も遣って居 P，奇異の感が深い．前回競民（地震第江傘〉の報告に依ると昭和 Jl年 6

月中各地にて地電涜を観測せる結果，喜望佑の方向は知取（142°50’E,48。＇36’N），小清水 (144。28’E,

43°52'N），浅越（140・＇5~’E, 40。＇53’N） 夜び仙盗（140。＇52官， 38。15’N） に於て，各~ E 6°8, N29。E

N42•E 及び N39°W であるととが示されて居るが，浅越と仙謹では援4むの方向が 90° 近〈建つで

居り，地電流捷佑の特異性科習撤される．

地磁気縫佑と地電流費佑との相似性は各方面から論ぜられて居り，日毎の記象の艶化を見ても，

其相闘が除っきり認められる所である杭第 4厨A，第 4閏Bの如く地磁無及び地電流のグ z ク

トル圃を見ると観測勤が遣って極地磁気では雨者にて酷似して居るが，地竜流では雨者にて捷必の

方向が先づ異1J:~＇提佑の形般も相廠じた所もあるが，具なれる所が相官多く，一見地磁気との相

関1J:きが如くである．然しとれはちt...クトJレ間についてであって，東西及南北の成分については遣

った観測結の地電流の記象叉は念礎化時に於ける配象には判然と相感じた饗佑が認められるととは

勿論でるる．

第 5衰に各観測結の地電流の鑓佑（地電位差の鑓佑〉そ比較して見たが，とれらの捷4むの相違

は犬地の比抵抗の相違，艶佑の方向の制限等を考厳し怠ければたらたいであらうから，とれを以τ
其地の地電流の艶抱の大きさとする諒にはゆかたい．地電流艶4むは局部的特性著しく，其他の地形

主地の比抵抗及び周国の欺況等に依り左右されるもの多く，各地の艶佑の比較は頗る複雑とたって

居恥比較方法に考慮を書写するととるである弘前回麓民〈地震，第.11巻〉は地電流饗佑にて，

東西及び南北成分。合成を夫々の土地に遁り易い方向を見出して，業方向の成分に引き直したもの

につき，遣った観測勤の艶佑を比較して居るが， ζれも丘殺の一方法と考へられる．

第 6表及び第 7表t亡各翻郡j防白地電流の調和分析を試みたが，地雷流の鑓佑をー寧に比較し得

るととが望ましく，現在では各貼の鍵佑の解析のみに止め，各勤に依る相速には言及したいととに

する．

次に右垣島の地電流にては第 6臨及び VIt?:示される如〈井戸の水位即ち海水の潮汐及び地震

計に現はれる眠動との相闘が著しいと解穂・される．石垣島の如〈珊瑚礁で出来上った土地は海水が

岩盤ヘ没み込ん”で海水の潮汐に従って地下水も上下する度合が著し〈且つ警湿の土地より土地の比

抵抗が小である如〈考へられる．地電流麗4むの大きさも各観測鈷に抗して小であるととも土地の比

抵抗が小であるととのー詮左であらうい柿岡の地電流の鑓佑と趣きを異にして居るととも海水の

潮汐陀依る影．智大友る．ととのー霞左である如〈考へられる・海水の潮汐に依って地電流の値が艶佑

すると。とは，他の土地にでも考へられる所であるが，其喜重4ちが小であって，判然主織別出来難いの

でるらi 海水の潮汐に依る影響が如何たる機構？を地電流饗佑に入つ・て来るかを考察するととは興
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味あるととで，潮汐の高度に依る土地の比抵抗の礎化或は電極に及ぼす鹿カ或は土地の細孔を地下

水が通るとき生ずべきかと考へられる起電力或は電流等が考へられる．叉遣った観測鈷での現測よ

り大集の潮汐作用に依る捜4むの分離等も行ひ得る手掛りともたらう．之等については本題にては燭

れた・いととにする．

能りに臨み本観測の横舎を奥へて下った前中央気象基長岡岡武松先生並びに中央銀象韮長藤原換

平先生，ヌド報告を御許し下った今道所長，規制に嘗って便宜を計られた石垣島劃リ候所長大和順一民

並びに所員の方々，叉根室抑牒所長小林四郎氏並びに所員の方々根室。観測につき其計聾並び単備

に勢を取られた盟原地磁無視測所長2fi山操氏本観測の勢を取られた本所職員の方々及；び本調査に御

助カを得た池田米子嬢，以上の方々に厚〈感謝申上げる．

ぐ昭和 18年 9月，於柿岡地磁気叡測所〉



Radio Fade-Outs and VariaもionsofぬeEarth's Magneもism

By. 8. Iw.Mrrr. 

6 

Ae the third rep(>rt on the varia色ionsofぬeearぬ’smagnetism accompanied with radio fade-ou色s,

the followiog points nre d曲 crived.(wecall色hesem噌neticvariat lone ptovisionary“Chromospherical・
iype VILria~fon ''). 

J. Freq・aency of occurrence ofぬesetwo phe:Do回 ena..

!!. Sea向 nalvariation ・of these two phenomena. 

3. Ty伊sof Ohr'onospherlcalもypevariations. 

4. Ratio of increase of ionisation when radio fode-outsα:curs to ordinary ionisation in diurnal 

V品ria色：onlayer of色heeart.b magnetism. 

6. Diet町 banceof色hislayer. 

On Earth-Current Potentials at Memanbetu, lsigaki仙 dNemuro. 

By Y. YoxotrrL 

Continuous registrations of eart.h・current伊鈎ntialsat Memanbet.u, Jsigaki and NetnJiro were 

carried out in June 1936, Crom September to October l鈍Iand from Januaryぬ Febraaryl鈍S

respectively. The di町 nalvariation and鈴meother obs由rvedfacts are descr;b:d岨 ddiscll鴎 d,

comparing臨海ewiめ色heaim叫愉a駒田 obeorvatio国 atぬeKakioka and色heToyobara.抵agnctもic

Obee刊温.tortes.

Variations of Earth-Current Potentials rela飴dto 

the Tottori Conspicuous Earもhquake,September 10, 2603 (1948). 

by. T.司E叩 UU.TU.

Variations of帥 rtb-c凶 entpo5entials occured before色he曲ithqua加 andthose accompa凶edwith 

ite aft.er喝l.ioc加島問 reported.Similar resn ts as凶もheprevioae in,・estiga&ions are nlao obtained. 

比 Utumi:An &p開ndanも匂 tbe“On出e!:;pee勿幽 ofthe lightni1副g.''Vol. 4, No. 1. p. l. 


